
・講座、体験学習、短期的なボランティアの募 
 集、相談窓口、町会役員の輪番制、仲間から 
 の誘い、妻から背中を押されて…など、 
 何らかのきっかけで一歩を踏み出してみる。 

 

具体的な審議対象 
  
 

 

  

具体的な審議内容 

 

 ボランティアをしたい人や関心 

 のある人がボランティア活動へ 

 の一歩を踏み出せるように、 

 受け取りやすい情報発信の仕方 

 やルートなど、気軽に参加できる 

 仕組みを検討する。 

  
  

これまでの議論 

麻生区区民会議 市民活動・地域活動の活性化部会 調査審議状況 

１．背景            

■市民活動・地域活動を活性化するためには、

活性化支援と合せて、実際に活動する担い 

 手づくりが必要である。 

■地域におけるコミュニティづくりと合せて 

 障害者や高齢者等が住みやすいまちづくり 

 が必要である。 

  

２．方向性・課題の抽出           

○方向性 

■市民活動の担い手づくり・活性化 

■地域活動の活性化 

■高齢者・障がい者が外へでる機会 
  

○課題の抽出 

各意見を６つの項目・課題に分け、緊急性と 

必要性を基準に検討。 
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地域人材の
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ボランティアの意識変化 

３．審議テーマ        

○優先テーマ 

 ボランティアの活動促進 

○優先テーマ 

情報発信の環境整備 

シニア等の地域への参加 

○全体へ係る課題 

市民活動等への運営支援 
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提言（報告書作成） 

 

提言に向けての進め方の例 
 

 アンケート調査 

  ▽  

 区特有の現況等を把握 

  ▽ 

 現況把握を通じて、 

 具体的な課題解決方法を検討 

  ▽ 

 課題解決方法を検証 

 
  

今後の審議 

意見の整理 出された主な意見 

 多くの人にボランティアについて 
 知ってほしいことがある。 

・ボランティアとは、「人のため」が「自分のため」につながることを  
 知ってほしい。 

・あなたがいて私がいる。相手の心に寄り添うことが大切。 
・ボランティアの基本的なことを知ってもらいたい。 
・ボランティアに親しんでもらうため、子どもの頃から地域に関わる機 
 会が必要。 

 参加のハードルが低いボランティア 
 活動から、長くボランティア活動を 
 続ける人を増やす。 

・単発なボランティア活動でも、長く続けてもらうきっかけになるので 
 はないか。 
・体験ボランティアや講座をつくり、長期のボランティア活動への参加 
 を促してみてはどうか。 
・単発、体験ボランティア、講座以外にも長期的なボランティアへの参 
 加を促す方法はあるのではないか。 

 ボランティアをやりたい人や関心の 
 ある人を、どのように外へ出すのか 
 を検討する。 

・ボランティア活動をしたいと思っているシニア世代は沢山いる。 
・団体自体の信頼性が重要。行政等が募集している公共性の高いボラン 
 ティア活動は参加しやすく、参加者が多い。 
・交通費程度の実費が出た方が参加しやすくなる。 

 ボランティアをやりたい人や関心の 
 ある人に情報を届ける必要がある。 

・ボランティアをしたい人に情報が届くよう、自分たちで発信の仕方や 
 ルートを考える必要がある。 

 
・定年を迎えたシニア世代 
→何らかの活動をしたいと思って  
 いる人が多い。（潜在的需要） 
 

・学生や主婦、勤労世代等 
→学校教育や災害、大きなイベン 
 トなどの影響によりボランティ 
 ア活動等への関心が高まる。 
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・活動のプレイヤーとなる。 
・活動を通じて、仲間や居場所 
 ができる。楽しいと感じる。 
→人間関係がストレスに感じるこ 
 とも。 

・楽しいだけの参加から脱する。 
・何をやりたいのか心から湧きあが 
 るものに関心を持つ。自発的な心。 
・やむにやまれず突き動かされる心。 

・マネンジメントやリーダー側  
 になり、同じ意識を持った仲 
 間を集めていく。 
→どういう活動をしているのか外 
 側からでは分かりにくいところ 
 もあり、参加者集めに苦労する。 

・リーダーの影響を受けて、 
 プレイヤーも成長する。 
・共育＝活動する側と活動を受 
 ける側が共に成長していく。 

ＳＴＥＰ ４ 

ＳＴＥＰ ２ 

提言取りまとめ 

資料４ 


